
鎌
倉
時
代
漢
籍
訓
読
に
お
け
る
訓
読
法
の

ー
高
山
寺
蔵
論
語
巻
第
七

実
態

松

本

光

-
巻
第
八
清
原
本
を
例
と
し
て
|

は
じ
め
に

高
山
寺
に
は
、
清
原
家
の
奥
書
を
有
す
る
論
語
巻
第
七
・
巻
第
八
(
本
稿
の
使
用
資
料
は
、

「
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
士
口
訓
点
資
料
第
一
』
高
山
寺
資
料
叢
書
第
九
冊
、
昭
和

五
十
五
年
二
月
、
東
京
大
学
出
版
会
」
に
掲
載
の
清
原
本
論
語
巻
第
七
・
巻
第
八
に
拠
る
。
原
本
は
、

高
山
寺
法
鼓
台
に
お
い
て
瞥
見
し
た
に
す
ぎ
な
い
)
を
所
蔵
す
る
。
本
稿
は
、
こ
の
高
山
寺
蔵

論
語
清
原
本
に
あ
ら
わ
れ
た
所
謂
「
助
字
の
訓
読
法
」
の
記
述
を
目
的
と
す
る
。
第
一

節
に
も
触
れ
る
知
く
、
漢
文
訓
読
語
研
究
に
お
け
る
、
従
来
の
概
念
で
の
「
訓
読
法
」
に
、

安
易
・
無
反
省
に
、
体
系
な
る
も
の
を
認
め
る
こ
と
に
は
、
現
在
、
稿
者
は
、
甚
だ
懐

疑
的
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事
象
を
中
心
に
、
羅

列
的
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
助
字
の
訓
読
法
の
体
系
性
を
問
題
と
し

て
記
述
を
試
み
よ
う
と
思
う
。
本
稿
の
意
図
は
、
「
訓
読
法
」
の
部
分
的
要
素
で
あ
る
助

字
の
訓
読
に
、
言
語
体
系
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
言
う
問
題
に
対
す
る
実
態

記
述
と
、
更
に
、
高
山
寺
蔵
論
語
巻
第
七
・
巻
第
八
の
訓
読
語
の
実
態
的
言
語
事
象
と
、

参
考
と
し
た
高
山
寺
本
論
語
よ
り
時
代
の
降
る
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
の
事
象
と
の

対
比
・
記
述
の
二
点
の
論
述
を
目
的
と
す
る
。

以
前
に
も
略
説
し
た
が
、
「
訓
読
法
」
な
る
も
の
の
総
体
の
体
系
性
へ
の
懐
疑
か
ら
説

隆

き
始
め
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
従
来
の
「
訓
読
法
の
体
系
性
」
な
る
も
の
へ
の
懐
疑

あ
る
訓
点
資
料
の
「
訓
読
法
」
な
る
も
の
の
記
述
や
、
「
訓
読
法
」
と
言
う
術
語
を
使
つ

て
の
比
較
研
究
は
、
古
く
よ
り
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
来
た
漢
文
訓
読
語
の
分
析
視
点
で

は
あ
る
が
、
稿
者
は
、
従
来
の
術
語
に
定
義
|
寡
聞
に
し
て
、
文
章
佑
さ
れ
た
も
の
を

知
ら
な
い
が
ー
さ
れ
る
「
訓
読
法
」
な
る
も
の
が
体
系
的
存
在
で
あ
る
と
言
う
無
批
判

の
楽
観
論
に
は
、
極
め
て
懐
疑
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
稿
に
も
触
れ
る
助
字
の
訓
読

法
は
、
中
国
語
文
で
あ
る
漢
文
に
お
け
る
助
字
の
存
在
が
、
日
本
語
文
と
対
比
に
お
い

て
特
徴
的
な
組
踊
を
き
た
す
類
の
要
素
で
あ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
訓
読
語
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
扱
か
わ
れ
て
き
て
い
る
か
に
目
を
向
け
易
い
事
象
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

研
究
成
果
に
従
え
ば
、
あ
く
ま
で
個
別
一
事
象
と
し
て
の
レ
ベ
ル
で
通
時
的
な
変
佑
が

捉
え
ら
れ
る
事
象
も
有
り
、
ま
た
、
共
時
的
な
言
語
集
団
聞
に
お
い
て
、
そ
の
訓
読
上

の
扱
い
に
位
相
的
な
差
を
見
い
だ
す
事
例
が
あ
っ
て
、
助
字
の
訓
読
法
の
分
析
が
行
な

わ
れ
て
そ
れ
な
り
の
成
果
を
上
げ
て
来
た
。

た
だ
し
、
こ
の
術
語
「
訓
読
法
」
の
外
延
の
不
明
確
な
る
こ
と
は
甚
だ
し
く
、
例
え

ば
、
「
訓
読
法
」
の
問
題
の
内
、
再
読
字
の
訓
読
法
は
、
基
本
的
に
は
表
記
法
の
問
題
で
、

そ
の
再
読
の
訓
読
法
の
成
立
が
、
定
型
的
な
表
現
類
型
と
し
て
存
在
す
る
に
お
よ
ん
で
、

ロU



表
現
法
上
の
幅
を
狭
め
た
こ
と
に
日
本
語
史
上
の
意
味
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ

の
再
読
の
成
立
は
、
要
素
に
よ
っ
て
再
読
の
成
立
に
時
間
的
な
差
が
あ
る
も
の
の
、
事

象
は
あ
る
群
れ
を
作
っ
て
、
陳
述
副
調
と
文
末
表
現
の
対
応
関
係
で
、
複
数
の
要
素
(
漢

字
)
が
同
一
方
向
に
変
他
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
表
記
法
上
の
体
系
的
存
在
で

あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

即
ち
、
例
え
ば
、
音
韻
変
化
、
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
や
二
段
動
調
の
一
段
他
の
如
く
、

言
語
要
素
に
類
を
設
け
て
、
そ
の
類
に
属
す
る
事
象
が
、
同
じ
方
向
性
を
も
っ
て
、
群

れ
と
し
て
体
系
的
に
変
佑
し
た
事
象
と
、
こ
の
再
読
字
が
対
比
で
き
る
事
か
ら
、
訓
読

法
と
し
て
の
再
読
字
の
問
題
は
、
他
の
言
語
要
素
と
の
張
り
合
い
関
係
か
ら
記
述
が
で

き
て
、
体
系
的
な
存
在
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

し
か
し
、
「
訓
読
法
」
と
言
わ
れ
る
も
の
の
総
て
の
要
素
を
覆
つ
て
の
体
系
性
を
認
め

得
る
か
否
か
に
は
慎
重
で
有
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
体
系
の
叙
述
は
即
、
言
語

の
質
の
問
題
に
繋
が
ろ
う
か
ら
、
従
来
の
術
語
が
示
す
「
訓
読
法
」
に
つ
い
て
は
、
実

例
に
則
し
た
思
索
を
十
二
分
に
経
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
従
来
の
概
念
で
あ
る

「
訓
読
法
」
に
は
、
右
の
再
読
字
は
勿
論
、
中
国
語
文
た
る
漢
文
に
お
け
る
助
字
の
扱
い
、

実
字
の
充
当
和
訓
の
問
題
|
語
詞
選
択
の
問
題
は
勿
論
、
音
便
の
採
用
の
問
題
、
語
形

の
音
説
等
々
を
含
む
|
、
読
添
語
の
問
題
、
文
法
的
な
誤
謬
l
格
の
二
重
表
示
等
|
、

更
に
は
、
返
読
法
の
問
題
や
句
読
の
問
題
も
、
訓
読
文
の
文
単
位
の
接
続
関
係
表
現
さ

え
も
含
ん
だ
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
総
て
を
覆
つ
て
の
体
系
が
如
何

に
構
築
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
従
来
扱
わ
れ
て
来
た
「
訓
読
法
」
は
体
系
的
な
存

在
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
の
か
は
、
今
後
の
漢
文
訓
読
語
史
研
究
に

お
い
て
極
め
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
従
来
言
わ
れ
て
来
た
「
訓
読
法
」

は
、
日
本
語
と
し
て
の
訓
読
語
の
、
文
字
・
表
記
の
問
題
、
音
韻
の
問
題
、
語
索
、
語

法
の
問
題
、
更
に
は
文
章
・
文
体
の
問
題
を
内
包
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
訓
読
法
」
の

概
念
の
不
正
確
さ
の
故
で
、
「
訓
読
法
」
を
構
成
す
る
各
要
素
要
素
に
よ
っ
て
、
抱
え
る

問
題
の
研
究
上
の
領
域
・
方
法
が
異
な
る
事
態
を
生
じ
る
。

例
え
ば
、
無
条
件
に
「
日
本
語
と
い
う
言
語
の
総
体
は
体
系
的
存
在
で
あ
る
」
と
言

う
立
場
が
、
.
当
然
な
が
ら
存
し
よ
う
。
そ
の
日
本
語
に
は
、
文
字
・
表
記
、
音
韻
、
文

法
、
語
菜
、
文
章
・
文
体
の
問
題
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
訓
読
語
」
の
内
実

に
各
種
の
要
素
が
含
ま
れ
て
も
、
言
語
の
質
を
考
え
る
た
め
の
体
系
佑
は
可
能
で
あ
る
、

と
の
立
場
が
予
想
さ
れ
る
。
「
日
本
語
と
い
h

ユ
言
語
の
体
系
」
と
い
P

ユ
別
提
そ
の
も
の
の

が
、
実
証
さ
れ
切
っ
て
は
い
な
い
仮
説
で
し
か
な
い
こ
と
を
充
分
に
認
識
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
「
訓
読
法
」
に
も
同
様
の
問
題
が
あ
ろ
う
。
「
訓
読
法
」
な
る
言
語
事
象
の
個

別
個
別
の
実
例
を
採
り
上
げ
て
、
そ
の
事
象
が
多
数
集
ま
れ
ば
、
即
ち
、
事
象
の
束
が

太
く
な
れ
ば
訓
読
語
の
質
的
な
問
題
に
及
ん
で
、
体
系
的
な
問
題
を
論
ず
る
こ
と
が
出

来
る
と
い
う
、
方
法
論
的
な
反
省
の
な
い
楽
観
論
に
は
、
稿
者
は
、
ど
う
し
て
も
賛
同

で
き
な
い
。
こ
の
楽
観
論
に
は
、
体
系
を
論
じ
よ
う
と
す
れ
ば
、
体
系
に
|
あ
る
い
は
、

部
分
体
系
に
|
属
す
る
総
て
の
要
素
を
尽
く
し
て
の
言
語
の
力
学
的
関
係
と
も
言
え
る

各
要
素
の
張
り
合
い
関
係
を
問
題
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
対
す
る
反
省
が
な
い
。

確
か
に
、
中
国
語
文
と
し
て
の
漢
文
と
日
本
語
文
と
し
て
の
訓
読
語
の
か
あ
わ
い
μ

に
存
在
す
る
「
訓
読
法
」
と
い
う
言
語
現
象
は
、
異
質
の
両
言
語
を
結
び
つ
け
よ
う
と

す
る
、
あ
る
い
は
、
異
質
な
言
語
で
あ
る
中
国
語
を
、
訓
読
し
て
日
本
語
に
置
き
換
え
て
、

そ
う
し
た
営
為
を
通
し
て
中
国
文
佑
を
取
り
込
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
例
え

ば
、
比
較
文
佑
的
な
関
心
か
ら
も
、
注
意
を
引
く
現
象
で
あ
る
。

漢
文
に
お
い
て
「
文
末
助
字
」
と
言
う
事
象
が
あ
る
。
「
中
国
語
文
と
し
て
の
文
末
助

字
に
は
、
言
語
的
|
意
味
用
法
上
の
体
系
が
有
る
」
と
言
う
こ
と
の
理
解
は
、
さ
ほ

ど
困
難
で
は
な
か
ろ
う
。
即
ち
、
中
国
語
文
の
文
末
助
字
は
、
一
々
の
言
語
事
象
(
一

字
、
一
語
)
が
、
他
の
文
末
助
字
と
の
意
味
用
法
的
張
り
合
い
関
係
を
作
っ
て
い
る
筈
で
、

こ
の
文
末
助
字
は
、
中
国
語
文
に
お
け
る
モ
ダ
リ
テ
ィ

l
の
体
系
と
直
結
し
て
い
る
訳

で
あ
る
。
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日
本
語
側
に
お
い
て
も
同
様
で
、
日
本
語
の
文
末
表
現
の
体
系
の
構
成
要
素
の
一
つ
|

モ
ダ
リ
テ
ィ
!
の
体
系
は
、
多
く
の
研
究
者
が
問
題
に
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
日
本
語

固
有
の
体
系
が
存
在
す
る
こ
と
の
理
解
は
容
易
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
と
言
う
方
法
を
介

さ
な
い
で
、
こ
の
日
中
両
国
語
の
文
末
表
現
体
系
の
比
較
を
行
え
ば
、
両
国
語
の
モ
ダ



リ
テ
ィ

i
表
現
体
系
の
差
が
導
き
出
せ
る
筈
で
あ
る
。

両
国
語
が
同
一
紙
面
上
に
現
れ
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
漢
文
訓
読
と
い
う
営
為
に
利
便

を
認
め
、
両
国
語
の
か
あ
わ
い
d

を
見
い
だ
そ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
即
、
所
謂
「
訓

読
法
」
な
る
視
点
か
ら
、
分
析
叙
述
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
問
題
は
、
異
質
な
言
語
を

、、

結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
「
訓
読
法
」
と
言
う
方
法
に
、
体
系
性
を
求
め
う
る
か
で
あ
っ

、
、
、

て
、
と
も
す
れ
ば
、
技
術
論
の
問
題
と
な
り
か
ね
な
い
。
「
技
術
」
な
る
も
の
に
、
質
の

問
題
で
あ
る
体
系
性
が
あ
る
か
ど
う
か
と
言
う
問
題
は
、
極
め
て
大
き
な
問
題
で
あ
っ

て
、
稿
者
の
能
力
に
余
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
実
際
に
残
さ
れ
た
訓
点
資
料
と
い
う
具

体
的
言
語
資
料
に
従
っ
て
、
今
後
、
意
図
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
は
、
思
弁
的
に
過
ぎ
る
と
の
批
判
が
耳
底
に
聞
こ
え
る
が
、
「
訓
読
法
」
な
る
も

の
の
体
系
性
の
検
証
に
は
、
ま
ず
、
部
分
体
系
の
記
述
の
可
能
性
を
目
指
す
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
で
あ
ろ
う
と
主
張
し
た
い
。
「
訓
読
法
」
な
る
術
語
の
概
念
の
内
実
も
、
ま
た
、

「
訓
読
法
」
の
下
位
分
類
の
素
描
も
、
部
分
部
分
が
体
系
的
に
記
述
で
き
る
か
ど
う
か
を

検
討
し
て
み
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
よ
う
に
考
え
る
。
「
訓
読
法
」
な
る
も
の
に
体
系
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
「
訓
読
法
」
の
各
要
素
を
肺
分
け
に
よ
る
検
証
を
し
て
、
非
常
に
暖
昧
な
「
訓

読
法
」
な
る
も
の
に
対
す
る
、
研
究
者
側
の
|
体
系
佑
が
可
能
な
ら
ば
l
新
た
な
パ
ラ

ダ
イ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
、
歴

史
的
な
過
去
の
訓
読
語
の
持
つ
概
念
的
な
枠
組
み
が
明
ら
か
に
な
っ
て
行
く
よ
う
に
考

ぷ
ん
ヲ

9
0
右
に
は
、
「
訓
読
法
」
な
る
術
語
の
概
念
の
暖
昧
さ
を
問
題
に
し
た
が
、
「
訓
読
」
な

る
術
語
が
実
に
畷
昧
で
、
研
究
者
の
立
ち
位
置
に
拠
っ
て
、
置
か
れ
た
足
場
に
は
、
か

な
り
の
ず
れ
が
有
る
。
以
下
に
触
れ
る
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、

「
字
訓
」
な
る
用
語
は
、
「
誠
質
也
」
な
ど
の
漢
文
注
文
の
注
釈
を
指
し
て
い
る
。
「
訓
」

な
る
語
も
概
念
が
明
確
で
は
な
い
。
注
釈
そ
の
も
の
を
言
う
場
合
も
あ
れ
ば
、
漢
字
の

字
義
を
指
す
場
合
も
あ
る
し
、
訓
読
語
和
語
形
を
指
す
場
合
も
あ
る
。

本
稿
に
一
ヲ
ヨ
ノ
「
訓
読
法
」
と
は
、
特
に
、
漢
文
訓
読
語
に
お
け
る
臼
本
語
の
語
形
と

い
う
言
語
形
式
に
重
き
を
置
く
。
た
だ
し
、
中
国
で
の
注
釈
活
動
や
、
日
本
に
お
け
る

語
釈
な
ど
を
無
視
で
き
な
い
。
形
式
と
し
て
の
語
形
の
決
定
に
は
、
漢
文
の
注
釈
活
動

と
い
う
思
考
営
為
が
内
在
す
る
し
、
更
に
は
、
抽
象
的
に
伏
在
す
る
思
想
性
や
文
芸
性

な
ど
の
表
象
と
し
て
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
避
け
よ
う
が
な
い
。

即
ち
、
稿
者
の
論
述
の
足
場
が
、
言
語
形
式
に
、
よ
り
比
重
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
断
っ

て
お
く
。

二
、
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
に
見
え
る
助
字
訓
読
法
の
記
述
に
つ
い
て

周
知
の
知
く
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
は
、
臨
済
宗
の
僧
、
桂
庵
玄
樹
(
一
四
二
七

s
一
五

O
八
)
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
書
で
、
明
応
十
年
(
一
五

O
一
)
年
に
成
立
し
た

経
書
の
訓
読
法
に
関
す
る
成
書
で
、
新
注
の
訓
読
法
を
記
述
し
た
書
と
し
て
著
明
で
あ

る
。
本
書
の
本
文
の
問
題
に
関
す
る
先
行
研
究
や
国
語
学
史
か
ら
の
視
点
で
論
じ
ら
れ

た
も
侃
が
管
見
に
入
っ
た
が
、
稿
者
は
寡
聞
に
し
て
、
こ
の
他
に
時
代
的
に
遡
つ
て
の

訓
読
法
と
の
比
較
を
問
題
と
し
て
、
正
面
か
ら
漢
文
訓
読
語
史
の
問
題
に
言
及
し
た
先

学
の
論
を
知
ら
な
い
。

本
資
料
に
関
す
る
一
般
的
な
認
識
と
し
て
、
「
室
町
時
代
に
新
た
な
訓
読
語
が
作
ら
れ

た
」
と
し
た
も
の
が
あ
お
。
こ
の
認
識
の
及
ぶ
所
は
、
室
町
時
代
に
訓
読
語
の
大
変
革

期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
と
い
う
論
理
誤
謬
を
産
み
出
し
て
い
る
。
最
も
甚
だ
し
き
論
理

的
飛
躍
は
、
古
注
か
ら
朱
子
等
の
新
注
を
基
と
す
る
訓
読
語
|
あ
く
ま
で
、
日
本
語
の

、
、
、
、
、
、

問
題
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
|
に
お
い
て
朱
子
等
の
新
注

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
注
釈
内
容
の
影
響
を
受
け
て
、
日
本
語
た
る
漢
文
訓
読
語
が
質
的
な
大
変
佑
を
生
じ

た
時
代
で
あ
る
と
す
る
論
理
的
す
り
替
え
の
誤
謬
で
あ
る
。
そ
の
訓
読
語
変
革
の
具
体

的
言
語
現
象
は
、
助
字
|
置
き
字
ー
を
も
読
み
落
と
さ
ず
、
日
本
語
側
の
問
題
で
あ
る

、
、
、

訓
読
を
し
よ
う
と
し
た
態
度
で
あ
る
と
の
論
理
の
飛
躍
、
論
理
の
す
り
替
え
が
行
わ
れ

て
来
て
い
る
。
た
だ
し
、
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
訓
読
法
が
新
注
そ
の
も

の
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
事
象
は
、
皆
無
で
は
な
く
、
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
中

ニ

ノ

イ

タ

ル

『

ニ

ハ

ノ

ノ

ノ

ル

マ

レ

に
も
、
「
思
字
。
中
席
。
神
之
格
思
。
註
日
。
思
G

語
辞
。
此
思
字
c
不
レ
讃
也
。
」
と
あ
っ
て
、
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中
庸
第
十
六
章
に
あ
る
当
該
例
は
、
朱
烹
章
句
に
も
「
詩
大
雅
抑
之
篇
。
格
来
也
。
矧
況
也
。

射
厭
也
。
言
厭
息
而
不
敬
也
。
副
詞
制
。
」
と
あ
る
の
で
、
中
国
で
作
ら
れ
た
新
注
に
従
っ

て
、
不
読
と
訓
読
さ
れ
る
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
が
、
総
て
の
訓
読
語
形

を
決
し
た
訳
で
は
な
い
。

さ
て
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
「
訓
読
法
の
体
系
住
」
の
問
題
に
帰
ろ
う
。
本
節

に
取
り
上
げ
た
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
は
、
訓
読
法
に
つ
い
て
多
〈
の
紙
数
を
裂
く
。

活
字
公
開
の
資
料
が
あ
お
の
で
、
ご
参
照
を
裁
き
た
い
が
、
本
資
料
の
内
容
を
羅
列
的

に
示
す
(
本
舗
の
引
用
は
、
基
本
的
に
は
広
島
大
学
蔵
元
禄
七
年
(
一
六
九
四
)
刊
本
に
よ
る
)
と
、

①
四
書
五
経
の
古
注
と
新
注
に
つ
い
て
②
新
注
の
渡
来
と
講
鑑
(
以
上
回
ウ
ま
で
)

以
下
が
、
具
体
的
な
訓
読
語
・
訓
読
法
に
関
す
る
条
項
で
あ
る
、

③
句
読
の
事
④
語
辞
・
助
辞
の
事
(
以
下
、
主
に
単
字
を
取
り
上
げ
て
、
訓
読
法

を
示
す
〈
再
読
字
の
条
項
を
含
む
〉
)
(
十
オ
ま
で
)
⑤
実
字
(
二
声
調
以
上
を
持

つ
字
を
も
取
り
上
げ
る
)
(
十
三
ウ
ま
で
)
⑥
仮
名
遣
い
・
仮
名
字
体
(
十
五
ウ

ま
で
)
⑦
読
み
癖
(
十
六
ウ
ま
で
)

こ
れ
以
下
に
は
、
@
「
儒
樟
道
三
教
」
と
、
⑨
「
刊
記
に
類
す
る
記
載
」
が
存
す
る
。

右
に
は
、
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
の
構
成
を
概
掲
し
た
が
、
こ
の
一
書
が
、
現
代
的

に
言
う
「
体
系
性
」
を
備
え
た
成
書
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
極
め
て
心
許
な
い
で
あ
ろ
う
。

取
り
上
げ
た
各
項
目
の
内
容
が
、
比
較
的
纏
ま
っ
た
配
列
を
成
し
て
い
る
こ
と
は
、
右

の
概
要
で
理
解
で
き
よ
う
が
、
①
か
ら
⑨
ま
で
の
各
類
毎
が
、
そ
れ
ぞ
れ
他
と
言
語
体

系
的
な
組
織
的
構
造
が
構
築
さ
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
評
価
は
不
可
能

で
あ
る
。
③
か
ら
⑦
ま
で
の
訓
読
語
事
象
に
関
係
す
る
記
述
聞
に
も
l
そ
も
そ
も
桂
庵

が
取
り
上
げ
た
事
象
は
、
桂
庵
の
漢
籍
訓
読
語
に
お
け
る
特
徴
的
な
事
象
を
羅
列
的
に

取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
と
の
評
価
が
出
来
よ
う
が
l
各
項
目
同
土
が
お
互
い
に
作
用

し
つ
つ
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
に
は
、
一
切
の
言
及
が
な
い
。
桂
庵
自
身
に
現
在

言
う
と
こ
ろ
の
「
言
語
の
体
系
住
」
と
名
付
け
ら
れ
る
概
念
的
枠
組
み
に
対
す
る
思
索

が
あ
っ
た
と
は
評
価
で
き
ま
い
が
、
以
下
の
知
〈
、
訓
読
語
の
表
記
法
に
は
、
整
序
を

試
み
よ
う
と
し
た
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
か
か
る
意
味
で
の
小
項
目
内
で
は
表
記
法
の
体

系
性
へ
の
指
向
が
あ
っ
た
も
の
と
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
、
桂
庵
は
、

ノ

テ

ニ

ス

l
B
E
P
I
l
l
1
1
1
1

I
、
之
字
。
ュ
ク
o
オ
イ
テ
o
此
時
ハ
o
醤
レ
字
可
レ
点
也
。
(
中
略
)

U

ノ
ト
讃
時
ハ
o
上
ノ
字
ノ

テ
ノ
ニ

下
ニ
テ
o
点
シ
添
ル
ナ
リ
。
嘗
レ
之
l
字
点
ス
ル
ハ
o
鈍
I
也
。
(
以
下
略
)
(
五
オ
)

「
之
」
字
の
連
体
用
法
に
就
い
て
説
い
た
部
分
で
、
「
之
」
字
は
不
読
と
し
て
、
上
字
に

格
助
詞
「
ノ
」
を
添
え
た
表
記
を
採
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
主
張
は
、
当

時
の
実
態
と
し
て
、
「
之
」
の
直
読
例
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
前
提
と
成
ら
ね
ば
な
ら

な
い
し
、
「
鈍
也
」
と
い
う
評
価
は
、
や
は
り
、
「
之
」
字
に
対
す
る
和
語
「
ノ
」
の
結

、
、
、
、
、
、

合
が
認
識
さ
れ
て
い
て
、
直
読
の
実
態
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
表
記
法
の
問
題
と
し
て
、

直
読
的
な
加
点
を
戒
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
「
也
」
字
に
お
い
て

糸川
u

ノ

ニ

ハ

ヲ

ノ

ノ

ク

ス

2
、
也
字
。
江
西
云
。
讃
レ
文
o
也
l
字
o
而
字
o
句
謂
能
可
レ
排
。
云
々
句
ノ
時
ハ
o
ナ
リ
ト

讃
テ
o
可
し
切
也
。
但
ナ
リ
ト
o
ヨ
マ
レ
ヌ
処
ア
リ
。
然
ト
モ
一
句
ノ
o
ト
マ
リ
ナ

〆

ヲ

ラ

ラ
ハ
o
句
ニ
可
レ
切
。
而
好
レ
作
レ
乱
者
未
レ
之
l
有
也
之
類
。
讃
ノ
処
ハ
o
大
暑
o
ヤ
ト

シ
ル
レ
ナ
リ
ヤ

讃
テ
o
下
ニ
カ
ク
ル
ナ
リ
。
ヤ
ノ
点
。
上
ノ
字
ニ
o
点
l
添
也
。
其
矯
レ
人
也
之
類
。

ニ

ハ

レ

ヨ

ミ

又
ヤ
ト
o
ヨ
メ
ト
モ
o
句
ニ
キ
ル
、
処
ア
リ
。
字
1
訓
o
誠
o
買
也
。
是
讃
ク
セ
ナ
リ
。

〆

1

セ

ニ

又
人
ノ
名
ノ
下
ハ
不
レ
点
。
皆
ヤ
ト
o
可
讃
。
古
l
点
。
回
也
ハ
カ
リ
o
ヤ
ト
謂
テ
、
商
也
G

賜

ノ

ル

ク

セ

シ

ル

也
之
類
。
不
レ
誼
o
曲
l
事
也
。
又
ナ
リ
ノ
点
モ
o
上
ノ
字
ニ
テ
o
点
1
添
也
。
ヤ
ト
モ
o

ル

ナ
リ
ト
モ
o
不
レ
讃
処
ア
リ
。
(
五
ウ
)

、

、

、

、

、

シ

ル

A
8
v

ま
ず
、
加
点
法
の
問
題
で
は
、
「
又
ナ
リ
ノ
点
モ
o
上
ノ
字
ニ
テ
o
点
l
添
也
。
」
と
あ
る
の
で
、

「
也
」
字
が
「
ナ
リ
」
訓
と
の
対
応
的
な
結
び
付
き
が
強
い
こ
と
|
即
ち
、
直
読
が
可
能

で
あ
る
こ
と
|
の
桂
庵
自
身
の
認
識
、
ま
た
当
時
、
直
読
的
直
接
加
点
の
例
が
あ
っ
た

こ
と
を
前
提
と
し
て
、
表
記
法
と
し
て
上
字
に
添
え
る
加
点
法
を
採
る
よ
う
に
主
張
し

た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
今
一
つ
の
問
題
は
、
「
也
」
字
に
対
応
す
る
如
き
和
訓

が
無
い
場
合
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
、
「
但
ナ
リ
ト
o
ヨ
マ
レ
ヌ
処
ア
リ
。
然
ト
モ
一
句

〆

ヲ

ラ

ノ
o
ト
マ
リ
ナ
ラ
ハ
o
句
ニ
可
レ
切
。
而
好
レ
作
レ
乱
者
未
レ
之
l
有
也
之
類
。
」
と
記
述
し
た
部

分
が
問
題
と
な
る
。
文
末
に
「
也
」
字
の
有
る
場
合
で
、
文
を
切
れ
と
指
示
し
て
い
る
が
、

こ
の
「
也
」
字
は
、
正
に
、
不
読
の
例
で
あ
る
。
「
也
」
字
の
条
末
に
も
「
ヤ
ト
モ
d

ナ
リ

Q
d
 

t
A
 



ル

ト
モ
o
不
レ
謂
処
ア
リ
。
」
と
あ
っ
て
、
文
中
、
文
末
共
に
、
不
読
例
の
あ
る
こ
と
を
示
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
桂
庵
の
訓
読
語
は
、
新
注
に
拠
っ
た
が
故
に
、
総
て
の
字
を
読
み

落
と
し
無
く
訓
読
す
る
と
い
う
、
訓
読
語
史
上
の
画
期
的
な
変
革
を
起
こ
し
た
」
と
認

識
さ
れ
て
き
た
節
が
あ
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
本
稿
末
の
注
6
に
概
説
し
た

が
、
中
国
語
文
と
し
て
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
喫
ぎ
取
ろ
う
と
す
る
と
訓
読
で
は
不
読
な
ど

と
し
て
日
本
語
表
現
上
に
は
上
っ
て
は
来
な
い
で
、
と
も
す
れ
ば
、
表
現
要
素
と
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

落
と
さ
れ
て
仕
舞
う
場
合
の
あ
る
助
字
な
ど
も
含
め
て
、
総
て
の
字
を
中
国
語
文
に
従
つ

、て理
解
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
る
。

で
は
、
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
新
し
さ
と
は
何
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
で
成
立
し
た
注
釈
で
あ
る
か
ら
、
朱
子
等
の
新
注
に
、
日
本
語

文
で
あ
る
漢
文
訓
読
語
に
配
慮
し
て
の
訓
読
表
現
を
規
定
す
る
意
図
が
そ
も
そ
も
あ
っ

た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
新
注
を
使
う
こ
と
で
、
直
接
的
に
訓
読
法
の
変
化
が
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
漢
文
自
体
の
解
釈
に
関
わ
る
訓
読
法
に
お
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、

句
読
の
問
題
で
あ
る
と
か
、
時
に
、
実
字
の
和
訓
の
問
題
で
あ
る
と
か
、
接
続
法
と
か

で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
解
釈
上
の
構
文
構
成
に
は
関
わ
ら
な
い
読
添
語
の
訓
読
法
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
考
え
に
く
い
し
、
助
字
の
訓
読
法
に
つ
い
て
も
、
一
部
の

助
字
を
除
い
て
、
新
注
を
採
用
し
た
注
釈
な
る
が
故
に
従
来
の
訓
読
法
に
こ
と
さ
ら
異

を
と
な
え
る
べ
き
事
象
が
多
量
に
出
現
す
る
と
も
思
え
な
い
。

桂
庵
の
一
つ
の
意
図
は
、
先
に
触
れ
た
、
訓
読
法
の
表
記
法
上
の
整
理
、
統
序
で
あ

ろ
う
。
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
中
に
は
、
助
字
の
訓
読
法
の
総
て
を
尽
く
し
て
は
い
な

、
、
、
、

い
が
、
一
種
の
表
記
法
上
で
の
意
図
的
体
系
指
向
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
と
思
う
。

今
一
つ
は
、
平
安
時
代
よ
り
脈
々
と
繋
が
っ
て
き
た
古
注
学
派
た
る
博
士
家
の
室
町

時
代
に
お
け
る
権
威
で
も
あ
っ
た
訓
読
法
に
対
し
て
の
対
抗
|
新
注
に
よ
る
訓
読
で
あ

る
こ
と
を
示
す
μ

マ
1
ク
H

と
し
て
採
用
し
た
訓
法
ー
で
あ
ろ
う
。
そ
の
対
抗
と
は
、

形
式
上
で
は
訓
読
法
の
問
題
と
し
て
説
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
則
」
字
の
訓
読
法
に
つ

い
て
の
桂
庵
の
記
述
は
、

3
、
則
字
。
古
l
点
。
上
ノ
字
ノ
下
ニ
テ
o
ト
キ
ン
ハ
ト
o
点
ス
ル
時
ハ
o
ス
ナ
ハ
チ
ト
o
ヨ
ム

エ

ニ

ス

ニ

ク

レ

メ

ナ

リ

キ

カ

ス

事
マ
レ
ナ
リ
.
故
新
l
註
o
朱
ニ
テ
o
則
毎
レ
字
如
レ
此
点
ス
ル
ナ
リ
。
是
局
レ
可
レ
正
ニ

ノ

ミ

シ

ヲ

ニ

ニ

古
i
点
請
l
落
一
[
也
]
。
又
墨
l
点
ナ
ラ
ハ
o
字
ノ
右
ノ
肩
o
サ
シ
ア
ケ
テ
c
毎
レ
字
。
ス

ヲ

シ

ス

ス

ノ
偲
名
可
レ
点
[
也
]
。
点
ゼ
ハ
o
必
上
ノ
字
ノ
下
ニ
テ
o
ト
キ
ハ
ト
o
可
レ
点
[
也
]
。

h
J

，，

h
y

匂

ト
キ
ハ
ノ
キ
ニ
ハ
。
¥
如
レ
此
可
レ
引
。
キ
ノ
偲
名
ヲ
ハ
。
不
レ
用
[
也
]
可
。
但
ト
キ
ハ

ト
。
ヨ
マ
ヌ
処
モ
。
ア
ル
へ
シ
。
古
l

点
。
ト
キ
ン
ハ
ト
。
点
ズ
ル
ハ
o
カ
タ
コ
ト
ナ
リ
。

ナ
ゾ
ラ
フ
ニ

文
ノ
リ
ト
モ
ヨ
ム
ナ
リ
。
馬
ニ
天
l
下
則
一
。
ナ
ゾ
ラ
フ
ト
モ
ヨ
ム
。
発
則
レ
之
。

又
ノ
ッ
ト
ル
ト
モ
ヨ
ム
。
(
九
オ
)

室
町
時
代
の
博
士
家
の
訓
読
法
に
対
す
る
対
抗
と
し
て
、
古
注
を
用
い
る
博
士
家
が
「
ト

ス

キ
ン
パ
[
則
]
」
と
読
む
の
に
対
し
て
、
新
注
で
は
、
「
ト
キ
ハ
則
」
と
点
じ
て
直
読
す

る
方
法
で
訓
読
す
る
よ
う
に
主
張
す
る
が
、
そ
れ
は
新
注
に
拠
っ
た
が
故
に
導
き
出
さ

れ
た
訓
読
法
で
は
な
い
。
桂
庵
の
既
成
観
念
の
な
か
に
、
「
則
」
字
は
直
読
す
べ
き
が
正

し
い
と
い
う
観
念
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
そ
れ
故
、
古
点
は
、
「
読
み
落
と
し
」
て

い
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
訓
読
法
の
成
立
が
、
注
釈
行
為
に
新
注
を
採
用
し
た
こ
と
ょ
っ

、、

て
日
本
語
の
形
式
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
考
え
る
の
は
無
理
で
、
古
点
(
古
注
)
採
用

の
訓
読
に
対
し
て
、
新
注
を
利
用
し
た
訓
読
で
あ
る
こ
と
を
訓
読
語
上
で
の
形
式
的
差

に
よ
っ
て
示
す
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
古
注
に
拠
る
博
士
家

の
訓
読
に
対
し
て
、
新
注
を
示
す
印
と
し
て
採
用
し
た
訓
読
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
右
の
記
述
を
以
て
、
置
字
も
読
み
落
と
し
な
く
訓
読
し
よ
う
と
し
た
新
し
い
訓

読
法
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
す
る
の
も
短
絡
に
過
ぎ
る
よ
う
に
判
断
す
る
。
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、
高
山
寺
蔵
論
語
清
原
本
に
つ
い
て

先
学
は
、
本
稿
の
主
た
る
検
討
対
象
で
あ
る
高
山
寺
本
論
語
清
原
本
を
取
り
上
げ
て
、

鎌
倉
時
代
当
時
の
仏
家
に
よ
る
漢
籍
の
訓
読
例
で
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年

(
一
二
七
七
)
点
と
と
も
に
、
訓
読
法
に
は
清
原
家
の
訓
読
法
を
伝
え
る
の
も
で
は
な
く

て
、
爽
雑
物
(
仏
家
の
訓
読
法
)
が
混
入
し
た
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
の
漢
籍
訓
読
語
資

料
と
し
て
は
例
外
的
な
資
料
で
あ
る
と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
た
資
料
で
札
引
v

そ
の
例



外
が
、
平
安
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
、
仏
家
に
よ
る
漢
籍
の
訓
読
の
事
実
が
例
外
的
で
僅

少
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
同
意
な
ら
ば
、
稿
者
は
、
そ
の
解
釈
に
賛
同
が
出
来
な
い
。

漢
籍
の
訓
読
に
お
い
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
、
更
に
は
、
室
町
時
代
に
至
る
ま
で
、
訓

読
語
(
翻
訳
、
読
解
)
の
権
威
は
、
博
士
家
で
あ
っ
た
ろ
う
事
は
否
定
し
な
い
。
桂
庵

の
時
代
で
す
ら
、
博
士
家
の
訓
読
は
、
古
注
家
と
し
て
の
厳
然
た
る
権
威
を
持
っ
て
存

在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
博
士
家
の
関
す
る
訓
読
法
、
あ
る
い
は
、
訓
点
資
料
に

つ
い
て
、
多
〈
の
漢
籍
に
お
い
て
「
証
本
」
な
る
呼
称
と
評
価
を
持
っ
て
記
さ
れ
て
い

る
事
実
は
、
枚
挙
に
逗
が
な
A

叫
「
即
ち
、
規
範
の
一
つ
と
し
て
、
儒
家
・
博
士
家
の
家

説
と
し
て
体
現
さ
れ
た
訓
読
語
・
訓
点
資
料
に
価
値
が
置
か
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
に

は
矛
盾
が
あ
る
ま
い
。
た
だ
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
全
て
の
訓
読
者
(
仏
家
も
含
め
て
)
が
、

博
士
家
の
訓
読
語
に
一
つ
の
規
範
と
認
め
て
い
た
と
し
て
も
、
博
士
家
の
訓
読
語
の
み

が
実
現
さ
れ
た
か
と
言
え
ば
、
実
態
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
断
じ
て
よ
い
と
思

わ
れ
る
。
即
ち
、
「
証
本
」
な
る
語
が
使
用
さ
れ
、
か
か
る
資
料
が
存
在
し
た
の
で
あ
る

か
ら
、
博
士
家
の
訓
読
が
規
範
の
一
つ
で
あ
っ
た
事
実
は
覆
し
ょ
う
が
な
い
。
し
か
し
、

殊
更
に
、
「
証
本
」
な
る
語
が
使
わ
れ
た
背
景
に
は
、
逆
に
証
本
以
外
の
訓
読
が
実
行
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
指
し
示
す
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
高
山
寺
本
論
語
清
原
本
巻
第

ク

カ

タ

ノ

ヲ

ム

七
の
巻
末
に
別
紙
が
継
が
れ
、
「
故
論
語
一
日
/
如
形
清
家
一
説
所
讃
也
」
の
一
文
と

共
に
「
天
台
山
沙
門
僧
禅
心
之
本
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
本
文
と
同
時
期
と
推
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
仏
家
に
関
係
し
た
資
料
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
奥
書
よ
り
知
れ
る
し
、

論
語
の
訓
読
が
仏
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
事
実
は
紛
れ
も
な
い
も
の
で
あ
る
。
稿
者
に

は
、
「
清
家
一
説
」
の
句
の
ご
説
」
の
解
釈
が
定
ま
っ
て
は
居
な
い
が
、
巻
第
八
の
紙

継
ぎ
に
「
清
原
康
祐
」
の
署
名
も
あ
る
か
ら
、
右
に
説
い
た
如
〈
、
権
威
と
し
て
清
原

家
(
の
訓
読
)
が
関
わ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
事
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、

後
に
確
認
す
る
如
く
、
「
累
代
清
家
の
訓
説
」
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

次
節
以
降
に
記
す
訓
読
法
の
記
述
に
参
照
資
料
と
す
る
が
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建

治
三
年
点
も
、
天
台
宗
関
係
の
漢
籍
訓
読
資
料
と
思
し
く
、
こ
の
資
料
の
奥
書
に
は
、

金
王
丸
の
垂
髪
に
説
え
ら
れ
た
も
の
で
、
「
同
(
建
治
三
年
)
九
用
上
旬
交
貼
之
書
本
之

、

、

、

、

、

貼
不
一
途
頗
可
調
狼
藷
本
欺
/
伯
以
誼
本
移
貼
畢
金
王
丸
重
記
之
」
と
あ
っ
て
、
清

原
頼
業
以
来
の
証
本
を
以
て
移
点
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
清
原
家
の
証

本
を
権
威
有
る
も
の
と
認
識
し
て
い
た
の
は
当
然
確
認
さ
れ
る
が
、
一
方
で
、
訓
点
の

重
合
し
た
「
狼
藷
本
」
と
評
価
さ
れ
る
底
本
が
存
在
し
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
右
か
ら
は
、

訓
点
の
価
値
の
軽
重
は
、
明
ら
か
で
、
儒
者
た
る
清
原
家
の
訓
読
が
珍
重
さ
れ
て
い
た

と
同
時
に
、
当
時
の
価
値
観
か
ら
「
狼
藷
本
」
と
評
価
さ
れ
る
訓
点
資
料
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
に
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、
先
学
が
漢
籍
訓
読
の
例
外
と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
た

訓
点
資
料
の
現
存
は
、
「
狼
藷
本
」
と
当
時
評
価
さ
れ
た
類
の
も
の
で
あ
っ
て
、
先
学
の

切
り
捨
て
ら
れ
た
根
拠
で
あ
る
「
仏
家
の
訓
読
法
」
の
混
入
し
た
類
の
本
の
現
存
の
寡

少
は
、
積
極
的
な
伝
承
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
為
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。
高
山
寺
本
論
語
も
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
も
、
偶
然
の
現
存
で
あ
る
と
捉
え

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る
。
恐
ら
く
、
平
安
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
生
産
さ
れ

た
「
狼
籍
本
」
は
、
仏
家
を
中
心
に
移
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
す
る
。
た
だ
、

そ
う
し
た
訓
点
資
料
は
、
権
威
と
し
て
の
博
士
家
の
訓
読
が
あ
る
故
に
、
高
い
価
値
を

置
か
れ
ず
、
歴
史
か
ら
簡
単
に
消
え
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

仏
家
が
漢
籍
(
の
訓
読
)
に
関
わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
現
在
残
っ
て
い
る
仏
書
訓
点
資
料
に
多
く
書
き
入
れ
ら
れ
た
逸

文
で
あ
る
原
本
系
玉
篇
に
、
語
釈
の
用
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
漢
籍
で

あ
る
。
例
え
ば
、
論
語
だ
け
を
取
り
上
げ
て
も
、
大
正
新
情
大
蔵
経
を
対
象
と
し
て
、

検
索
す
一
引
ど
「
論
語
日
」
で
は
、
経
疏
部
初
め
邸
側
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
る
。
「
論
語
云
」
で
は
、

抑
例
、
「
論
語
言
」
で
も
お
倒
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
こ
れ
ら
全
て
が
論
語
の
引
用
部
分
で
は

な
い
が
、
多
く
は
、
論
語
を
引
用
し
、
あ
る
い
は
、
論
語
本
文
を
話
題
と
す
る
。
「
孝
経
」

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
郡
例
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、
仏
書
内
部
に
引
用
さ
れ
た
漢
籍
の
条

文
は
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
人
引
r

さ
す
れ
ば
、
仏
家
個
々
人
、
宗
派
に
よ
っ
て
浅
深
の
差
は
あ
ろ
う
が
、
漢
籍
の
訓
読

機
会
を
日
常
的
に
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
根
拠
の
な
い
推
論
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
の
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時
に
、
宗
派
、
個
人
が
、
如
何
な
る
訓
読
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
実
証
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
具
体
的
検
討
を
後
に
譲
る
と
し
て
も
、
高
山
寺
蔵
論
語
清
原
本
や
三
千
院
蔵
古

文
孝
経
が
、
仏
家
を
舞
台
と
す
る
実
際
の
訓
点
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実

で
、
か
か
る
訓
読
法
が
実
在
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

四
、
高
山
寺
蔵
論
語
清
原
本
の
訓
点

ー
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
と
共
に
|

高
山
寺
蔵
論
語
清
原
本
と
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
と
に
は
、
他
資
料
に
は
概
ね
確
認
で

き
な
い
訓
点
の
符
号
が
共
通
し
て
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
不
読
符
」
で
あ
っ
て
、
両

資
料
と
も
に
加
点
さ
れ
て
い
る
。
形
式
は
異
な
る
も
の
で
、
高
山
寺
蔵
論
語
清
原
本
で
は
、

漢
字
右
傍
中
央
に
ご
」
が
付
さ
れ
る
。
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
で
は
、
漢
字
左
傍
中
央

に
「
一
」
で
加
点
さ
れ
る
。
機
能
は
同
一
で
あ
る
が
、
形
式
が
異
な
る
か
ら
、
こ
の
両

資
料
の
背
景
に
は
、
多
く
の
実
例
が
存
し
て
分
派
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ

，
可
ノ
。

稿
者
は
か
つ
て
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
を
中
心
に
し
て
、
か
か
る
類
例

の
多
く
な
い
「
不
読
符
」
と
い
う
記
号
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
に
は
、
清

原
家
の
声
点
体
系
よ
り
も
単
純
な
、
大
振
り
の
清
濁
を
区
別
し
な
い
声
点
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
の
符
号
は
、
漢
文
訓
読
学
習
期
の
童
蒙
の
使
用
し
た
言
語
体
系
、

教
育
的
配
慮
に
基
づ
く
幼
少
学
習
者
用
の
呈
一
口
語
体
系
の
一
部
が
現
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
推
定
し
た
こ
と
が
あ
る
。
論
語
、
孝
経
が
、
童
蒙
の
訓
読
学
習
に
使
わ
れ
た
テ
キ

ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
仁
治
本
古
文
孝
経
等
の
奥
書
に
詳
し
い
。

即
ち
、
幼
少
時
の
訓
読
語
の
体
系
は
、
長
ず
る
に
応
じ
て
変
ル
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
論
じ
た
。
つ
ま
り
、
訓
読
者
個
人
に
お
い
て
成
長
と
共
に
訓
読
語
の
体
系
は
深
佑
し

て
い
っ
た
も
の
で
、
訓
読
者
の
個
体
史
(
個
人
の
言
語
変
選
の
歴
史
)
を
想
定
し
て
良

か
ろ
う
と
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
本
語
の
通
時
的
な
変
化
変
選
は
、
か
か
る
個
人

の
言
語
史
を
内
包
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
立
体
的
に
描
い
て
行
く
方
法
を
模
索
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
た
。
即
ち
、
「
狼
藷
本
」
と
い
う
評
価
は
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
高
山
寺

蔵
論
語
清
原
本
や
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
な
ど
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
当

時
第
一
の
権
威
で
あ
っ
た
博
士
家
の
訓
読
以
外
の
爽
雑
物
(
学
習
用
の
訓
読
語
や
仏
家

な
ど
で
日
常
的
な
漢
籍
訓
読
に
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
博
士
家
訓
読
を
逸
脱
し
た
任
意

の
訓
読
語
)
を
含
ん
だ
資
料
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
「
狼

藷
本
」
は
、
個
体
史
の
過
渡
的
時
代
の
訓
読
言
語
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
仏
家
に
お
け

る
一
時
的
な
解
釈
作
業
な
ど
に
お
い
て
随
時
生
産
さ
れ
た
訓
読
言
語
を
含
ん
だ
も
の
を
、

あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
訓
読
語
そ
の
も
の
に
対
す
る
評
価
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
後
に
残

さ
れ
る
べ
き
価
値
を
付
与
さ
れ
た
資
料
群
で
は
な
い
。
が
、
偶
然
に
も
、
そ
の
訓
読
語
(
法
)

は
、
文
献
文
化
財
と
し
て
現
在
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、
高
山
寺
蔵
論
語
清
原
本
の
訓
読
法

-
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
に
記
述
の
あ
る
助
字
の
訓
読
法
|
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以
下
、
本
節
は
羅
列
的
と
な
る
が
、
桂
庵
を
遡
つ
て
の
訓
読
語
の
鎌
倉
時
代
の
実
態

資
料
で
あ
る
高
山
寺
蔵
論
語
清
原
本
二
巻
を
取
り
上
げ
て
、
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
に

記
載
の
あ
る
助
字
の
訓
読
法
を
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
に
掲
げ
ら
れ
た
序
列
に
従
っ
て
、

記
述
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
に
実
在
し
た
訓
読
法
で
あ
る
こ

と
を
証
す
る
た
め
に
、
適
宜
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
、
金
沢
文
庫
本
群
書

治
要
を
参
照
す
る
。

①
「
之
」
字
の
訓
読
法

桂
庵
は
、
「
之
」
字
の
用
法
に
つ
い
て
、
動
詞
「
ユ
ク
」
「
オ
イ
テ
」
と
訓
ず
る
場
合
、
「
コ
レ
」

「
コ
レ
カ
」
と
訓
ず
る
場
合
を
掲
げ
て
後
、
連
体
を
示
す
格
助
詞
「
ノ
」
の
例
を
掲
げ
て
、

テ

ノ

ニ

点
法
と
し
て
は
、
上
接
字
に
転
じ
添
え
る
表
記
を
採
る
べ
き
で
「
首
レ
之
l
字
点
ス
ル
ハ
。

鈍
l
也
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
か
か
る
例
は
、
高
山
寺
蔵
論
語
清
原
本
に
は
普
通
の
訓
読

法
で
、
該
当
資
料
に
限
ら
ず
、
鎌
倉
時
代
の
内
奥
外
典
を
問
わ
ず
一
般
に
出
現
す
る
訓

読
法
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
直
読
例
が
現
れ
る
こ
と
の
方
が
注
目
さ
れ
て
、



4
、
々
(
徳
)
ハ
恩
」
町
/
設
協
[
也
]
(
清
七
叩
)

右
は
注
文
部
分
で
あ
る
が
、
改
行
が
あ
っ
て
「
之
」
字
が
出
現
す
る
か
ら
、
「
之
」
の
直

読
例
以
外
の
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
高
山
寺
蔵
論
語
清
原
本
に
お
け
る
連
体
の
「
之
」

字
の
訓
読
意
識
は
、
桂
庵
と
変
わ
る
こ
と
が
無
〈
、
「
之
」
字
の
直
読
も
可
能
で
あ
る
が
、

表
記
法
の
制
約
か
ら
上
接
字
に
「
ノ
」
を
添
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

フ

ー

ヲ

ト

桂
庵
の
「
又
中
カ
ニ
o
ヲ
ク
コ
ト
ア
リ
。
謂
レ
之
l
文
。
」
と
あ
る
構
文
は
、

h
i
v

シ
ク
シ
ヤ
ウ

5
、
岩
ヲ
請
埴
ト
謂
フ
[
也
]
(
謂
剥
謂
埴
・
清
八
川
)

と
し
て
代
名
詞
訓
が
確
認
さ
れ
る
。

「
之
」
字
の
文
末
用
法
に
つ
い
て
は
、
桂
庵
は
、
「
此
ノ
字
。
句
ニ
切
ル
慮
ア
リ
。
事
l

而
時
習
レ
品
々
類
。
」
と
し
て
、
代
名
詞
訓
に
読
ん
で
い
る
が
、
高
山
寺
蔵
論
語
清
原
本

に
お
い
て
は
確
例
を
拾
え
な
い
も
の
の
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
に
は
、

6
、
た
チ
却
剖
川
知
ル
乎
(
女
知
剥
乎
・
打
〈
「
之
」
字
ニ
ハ
不
読
符
モ
ア
リ
〉
)

即
ち
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
既
に
、
桂
庵
の
認
識
の
枠
組
み
と
同
じ
も
の
が
存
し
た
の

で
あ
っ
て
、
殊
に
桂
庵
が
、
新
し
い
訓
読
法
を
提
唱
し
た
も
の
で
は
な
い
。

②
「
乎
・
耶
・
欺
」
字
の
訓
読
法

こ
の
三
字
就
い
て
、
桂
庵
は
「
此
ノ
一
千
字
。
大
略
o
ヤ
ト
。
ヵ
ト
讃
也
。
コ
レ
モ
上
ノ
字

ノ
下
ニ
テ
点
シ
添
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
表
記
法
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ

る
が
、
7
、
信
ア
ル
カ
[
ィ
信
カ
(
あ
る
)
]

を
初
め
と
し
て
、
不
読
表
記
と
と
も
に
、

l
帥
h

肘
合
点

}

l

l

l

8
、
是
賢
レ
ラ
ム
乎
[
ィ
ザ
ワ

riv](清
七
回
)

の
如
く
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
直
読
例
が
あ
っ
て
、
既
に
表
記
上
の
揺
れ
が
あ
る
こ
と
は
、

桂
庵
の
問
題
意
識
に
通
じ
る
現
象
で
あ
ろ
う
。

③
「
者
」
字
の
訓
読
法

桂
庵
は
、
「
者
字
。
徳
[
者
]

o

如
レ
此
点
。
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
訓
読
法
も
、
平

安
鎌
倉
時
代
の
漢
語
資
料
に
普
通
に
見
え
る
も
の
で
、

9
、
知
之
t
何
叫
斗
ベ
叶
剖
叶
言
(
は
)
禍
(
難
己
成
五
口
)
亦
(
如
之
何
)
元
(
し
)

[
割
]
。
(
清
七
却
)

と

[
也
]
(
清
八
位
)

の
如
〈
で
あ
る
。

④
「
也
」
字
の
訓
読
法

桂
庵
は
、
「
也
」
字
に
つ
い
て
、
「
句
ノ
時
ハ
o
判
引
ト
謂
テ
o
可
レ
切
也
。
但
ナ
リ
ト
o
ヨ

マ
レ
ヌ
処
ア
リ
。
」
と
言
い
、
「
而
好
レ
作
レ
乱
者
未
レ
之
l
有
[
也
]
之
類
。
」
不
読
の
例
を

掲
げ
て
い
る
。
高
山
寺
蔵
論
語
清
原
本
に
は
、
以
下
の
如
き
例
が
存
す
る
。

叩
、
子
産
ハ
古
[
之
]
遺
愛
刊
川
ベ
出
叫
(
清
七
日
)

日
、
夫
子
部
ヘ
デ
付
帯
司
(
清
七
4
)

文
中
例
は
「
ヤ
」
と
訓
ず
る
が
、
「
ヤ
」
は
上
の
字
に
添
え
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

「字
l

訓
o
誠
o
買
[
也
]
。
是
讃
ク
セ
ナ
リ
。
」
と
も
記
す
。
注
文
部
分
に
は
、

リ

ヤ

ウ

イ

ム

ナ

ヲ

ホ

ク

I
l
l
i
-
-

u、
。
諒
き
ハ
o信
芸
叶
剖
叫
陰
ハ
猶
鴫
{
入
竪
ノ
[
猶
]
(
再
讃
)
シ
」
出
叫(
清
七
ロ
)

日
、
三
代
ハ
夏
籍
軍
(
清
八
日
)

の
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、
例
日
は
、
不
読
符
が
付
さ
れ
た
体
言
止
め
で
、
桂
庵
の
提
唱

〆
i
セ

の
訓
読
法
に
叶
う
確
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
又
人
ノ
名
ノ
下
ハ
不
レ
点
。
皆
ヤ
ト
o
可
レ
請
。

ノ

ル

ク

セ

古
l

点
。
回
也
ハ
カ
リ
o
ヤ
ト
讃
テ
o
商
也
o
賜
也
之
類
。
不
レ
請
。
曲
l
事
也
。
」
と
す
る
。
高
山

寺
蔵
論
語
清
原
本
に
は
、

y
'
F
t

ナ
ム
チ
ワ
レ
モ
ヲ
、

同
、
子
(
の
)
臼
(
く
)
賜
也
汝
予
ヲ
以
テ
多
ク
皐
ヒ
テ
[
而
]
(
以
下
略
)
(
清
八
9
)

の
例
が
存
す
る
が
、
「
也
」
字
の
扱
い
が
ど
う
さ
れ
た
か
は
、
仮
名
点
等
の
加
点
が
な

-uw 

表
記
法
の
問
題
と
し
て
は
、
「
又
ナ
リ
ノ
点
モ
o
上
ノ
字
ニ
テ
o
点
l
添
也
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
ヤ
ト
モ
o
ナ
リ
ト
モ
o
不
レ
讃
処
ア
リ
。
」
と
し
て
、
純
粋
な
意
味
で
不
読
・
置
字

扱
い
を
記
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
平
安
鎌
倉
時
代
の
漢
籍
資
料
に
確
認
さ
れ
る
訓
読
法

で
あ
る
し
、
純
粋
な
不
読
の
場
合
が
有
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
「
乎
・
諸
・
於
・
子
」
字
の
訓
読

桂
庵
は
、
こ
の
四
字
に
つ
き
、
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目
、
乎
o
諸
υ
於
c
子
o
此
ノ
四
字
。
返
l
点
中
o
ア
ル
ト
キ
ハ
o
皆
無
レ
龍
也
。
諸
字
o
ヤ
ト
o
讃
l

レ

ス

テ

メ

ヤ

ヤ

メ

リ

ヤ

ル

ノ

処
多
l

也
。
其
l

捨
[
諸
]
。
其
l

猶
病

1
諸
之
類
。
又
不
レ
讃
慮
ア
リ
。
於
字
。

子{子
c
上
ニ
ア
ル
ト
キ
ハ
o
オ
イ
テ
ト
讃
也
。
二
字
多
ク
ハ
o
通
シ
用
ル
也
。

こ
れ
ら
の
用
例
は
、

問
、
予
」
引
「
君
局
こ
と
を
祭
シ
フ
こ
と
無
シ
。

(
予
無
梁
千
局
君
)
(
金
沢
本
群
書
治
要
・
論
語
問
)

口
、
両
日
あ
が
船
齢
ク
」
詔
「
恥
l

朝
O
(
平}(に
)

0

俸
(
去
}
セ
シ
メ
テ
ム

(
吾
力
猶
能
障
諸
市
朝
)
(
清
七
回
)

目
、
叶
闘
は
l
孔
子
二
時
フ
テ
回
ク
(
問
品
川
孔
子
日
)
(
清
七
I
)

問
、
向
山
」
刊
「
制
下
ニ
弼
ル
マ
テ
ニ
稲
ス
[
之
]
(
民
到
子
A
7
稿
之
)
(
清
八
凶
)

例
目
は
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
清
原
教
隆
点
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
博
士
家
清
原

家
の
訓
読
法
の
な
か
に
既
に
存
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
高
山
寺
蔵
論
語
清
原
本
中
に
文

中
不
読
例
が
認
め
ら
れ
る
。
「
諸
」
字
の
「
ヤ
」
訓
は
、
高
山
寺
蔵
論
語
中
原
本
嘉
元
元

年
(
一
三

O
三
)
点
中
に
、

初
、
子
(
の
)
日
(
く
)
、
有
リ
静
(
中
四

η)

と
認
め
ら
れ
る
。
「
於
」
「
子
」
二
字
の
「
オ
イ
テ
」
訓
も
、

レ

ヲ

マ

サ

キ

ミ

マ

ウ

引
、
我
礼
於
イ
テ
首
ニ
君
ニ
告
ス
[
嘗
]
(
再
讃
)
シ
(
清
七
回
)

ヲ

シ

タ

ヵ

，

n、
其
(
の
)
子
l
孫
に
子
イ
て
率
ハ
持
。
(
金
沢
文
庫
本
群
所
治
要
・
尚
書
問
)

後
者
は
、
金
沢
文
庫
本
群
所
治
要
・
尚
書
の
例
で
あ
る
が
、
共
に
、
鎌
倉
時
代
に
は
認

め
ら
れ
る
訓
読
法
で
あ
る
。

右
の
訓
読
法
は
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
漢
籍
経
書
訓
点
資
料
だ
け
に
限
っ
て
も
、
桂
庵

の
言
う
訓
読
法
が
採
ら
れ
た
例
は
、
枚
挙
に
遣
が
な
い
。
即
ち
、
桂
庵
の
新
し
い
訓
読

法
な
ど
で
は
な
い
。

⑥
「
而
」
字
の
訓
読
法

「
而
」
字
の
訓
読
法
に
つ
い
て
、
桂
庵
は
ま
ず
、
語
頭
の
用
法
に
つ
い
て
記
す
。
「
大

星
部
ノ
o
カ
シ
ラ
字
ナ
リ
。
但
シ
シ
カ
レ
ト
モ
ト
o
讃
ム
ト
キ
ハ
o
句
カ
シ
ラ
ニ
モ
ナ
ル
敗
。
」

と
述
べ
る
。
た
だ
、
逆
接
の
接
続
詞
と
し
て
桂
庵
が
掲
げ
た
例
は
、
「
シ
カ
ル
ヲ
」
の

ル

ラ

ニ

ル

ヲ

例
で
あ
っ
て
、
「
又
不
レ
渉
レ
句
l
謂
処
ア
リ
。
人
不
レ
知
而
不
恒
之
類
。
」
と
記
し
て
い
る
。

文
頭
の
訓
読
法
に
つ
い
て
は
、
他
に
は
具
体
的
な
訓
読
語
形
を
指
示
し
て
は
居
な
い
。

こ
の
「
而
」
字
に
つ
い
て
は
、
旧
来
か
ら
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
註
の
訓
読
法
と

し
て
読
み
落
と
し
を
戒
め
て
い
る
論
調
は
、
他
と
比
べ
て
強
い
。

ノ

〆

ニ

ノ

ス

ノ

ハ

ニ

テ

ぉ
、
新
註
o
此
市
守
而
毎
レ
字
o
知
レ
此
点
。
共
故
o
古
1
点
不
レ
誼
ヲ
ク
故
ナ
リ
。
亭
l

〆

ニ

フ

ヲ

ノ

ノ

カ

ン

ヤ

ル

而
時
習
レ
之
。
此
了
句
。
論
語
首
篇
之
篇
首
五
字
皆
肝
l
要
字
也
。
争
可
レ
不
レ
誼

ノ

ル

乎
。
古
点
ニ
o
マ
ナ
ン
テ
ト
キ
ニ
o
ナ
ラ
フ
ト
o
ハ
カ
リ
讃
テ
o
而
之
雨
字
不
レ
誼
ο

曲
l
事
也

と
し
て
、
「
シ
コ
ウ
シ
テ
」
と
読
む
べ
き
こ
と
を
唱
え
る
が
、
文
頭
の
「
而
」
字
を
、

ーシヵ
l
i
l
l
1
1
1
1
¥
ヲカ

目
、
岡
引
利
引
犯
セ
[
之
]
(
清
七
初
)

と
訓
読
し
た
例
を
始
め
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
論
語
に
は
、
文
中
例
と
し
て
、

タ

号

炉

同

I
I
l
l
i
-
-
ア

ツ

苫

J

缶
、
舜
l

馬
天
下
を
有
テ
ル
こ
と
市
ウ
シ
て
輿
カ
ラ
不
[
意
]
(
論
語
訳
)

訓
読
語
の
形
式
に
無
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
お
に
続
い
て
、
「
下
ニ
オ
イ
テ
o
ヨ
マ
レ
ヌ
処

ヤンナン

ア
リ
」
と
し
て
「
己
1
而
」
な
ど
の
不
読
例
を
あ
げ
、
詩
経
に
お
い
て
は
「
反
1
而
」
「
遠

1

而
」
を
「
ハ
ン
タ
リ
」
「
ト
ヲ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
読
ま
ず
、
音
読
し
て
「
ハ
ン
ジ
」
「
ヱ

ン
ジ
」
と
読
ん
で
「
而
」
の
字
の
存
在
を
知
ら
し
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
「
ナ

ン
ヂ
(
汝
)
」
訓
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
「
而
」
字
の
項
を
終
え
る
。

桂
庵
は
、
「
市
」
字
の
訓
読
を
、
字
毎
に
落
と
さ
ず
「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
と
読
め
と
言
っ

て
い
る
が
、
事
象
と
し
て
は
、
文
頭
・
文
中
と
も
に
、
鎌
倉
時
代
以
前
に
あ
る
形
式
で
あ
っ

て
、
し
か
も
、
不
読
の
場
合
が
あ
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。
桂
庵
の
意
図
の
核
心
は
、
「
而
」

字
の
読
み
落
と
し
の
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
訓
読
法
の
事
象
は
古

く
か
ら
有
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
桂
庵
の
主
張
の
趣
旨
は
、
そ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
新
し
い
形
式
と
い
言
う
よ
り
は
、
訓
読
法
の
統
序
・
徹
底
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

⑦
「
失
」
字
の
訓
読
法
ノル、

桂
庵
は
、
「
大
l

署
一
l

句

切

処
l

也
。
」
と
し
て
、
音
節
の
連
接
形
態
と
し
て
は
「
ヌ
」

「
レ
リ
」
「
タ
リ
」
「
ケ
リ
」
と
読
む
こ
と
。
但
し
、
不
読
(
置
字
)
も
有
る
こ
と
を
指
摘
し
、

シ

フ

ル

「
上
ノ
字
ニ
テ
点
l
添
也
」
と
加
点
法
を
指
示
す
る
。
ま
た
、
他
字
と
執
合
し
、

-24-
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は
、
文
中
に
あ
っ
て
「
カ
ナ
」
と
読
ま
れ
る
例
を
掲
げ
る
が
、
「
但
シ
ヨ
マ
レ
サ
ル
処
多
也
」

と
も
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
訓
読
法
は
、

コ
b
、

タ

ツ

ス

ナ

、

タ

缶
、
静
ハ
達
シ
ヌ
ル
と
き
は
則
チ
足
ン
ヌ
[
失
]
(
清
八
百
)

幻
、
平
子
、
王
タ
リ
[
突
]
(
金
沢
本
群
書
治
要
・
尚
書
僻
)

レ

コ

ト

、

J

m、
吾
其
ノ
語
ヲ
間
ケ
リ
[
失
]
(
清
八
氏
)

¥

キ

1

』

泊
、
今
ハ
則
チ
亡
イ
カ
ナ
[
突
]
[
夫
]
(
清
八
日
)

ハ
ナ
ハ
タ
シ
キ
カ
ナ
ワ

初
、
甚
突
、
吾
か
衰
(
へ
)
タ
ル
こ
と
[
也
]
(
中
四
3
)

ヌ
ル

な
ど
と
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
経
書
訓
点
資
料
に
確
認
さ
れ
る
。

③
「
芳
」
字
の
訓
読
法

桂
庵
は
、
ま
ず
、
副
詞
訓
「
イ
ズ
ク
ン
ゾ
」
を
掲
げ
、
「
コ
レ
」
訓
が
充
当
さ
れ
る
も
の
、

ル

シ

キ

カ

ノ

続
い
て
、
「
大

1
Z不
レ
謂
処
多
。
如
レ
丘
者
[
意
]
。
」
と
し
て
文
末
助
字
の
不
読
を
例
示
す
る
。

ヨ

ト

キ

ト

別
、
孔
子
之
レ
与
坐
テ
[
而
]
問
フ
」
瑚
「
(
乱
子
与
之
坐
而
問
調
・
清
七
九
)

メ
ン
エ
ン

は
、
普
通
に
出
現
す
る
訓
読
法
で
あ
る
。
大
学
の
序
文
の
音
読
「
各
偽
l

罵
」
例
を
掲
げ

て
い
る
。
⑨
「
耳
・
年
・
而
己
」
字
の
訓
読
法

こ
の
三
字
に
つ
い
て
は
、
「
也
己
・
也
己
失
・
己
突
・
而
己
失
・
罵
耳
失
・
己
乎
」
の

例
を
掲
げ
て
、
「
ノ
ミ
」
と
直
読
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

⑩
「
巴
・
己
・
己
」
に
つ
い
て

当
時
は
、
こ
の
三
字
に
混
乱
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
桂
庵
は
、
韻
会
を
引
い
て
、
三
字

の
別
を
記
し
て
い
る
。

続
い
て
以
下
に
は
、
「
哉
字
。
与
o
乎
ム
子
1
0小
シ
異
ナ
リ
。
」
、
「
令
字
。
鳳
令
々
々
」
、
「
思

字
」
の
助
字
の
例
を
掲
げ
る
。

⑪
「
則
」
字
の
訓
読
法

「
則
」
字
の
項
は
、
例
3
と
し
て
全
文
を
引
用
し
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
が
、
古
点
に

ス

「
ト
キ
ン
パ
[
則
]
」
と
不
読
に
扱
う
の
を
難
じ
て
、
「
則
」
と
点
じ
て
、
読
み
落
と
し
な

く
直
読
す
る
こ
と
を
指
示
す
る
。
高
山
寺
蔵
論
語
清
原
本
に
は
、
「
則
」
字
に
は
、
加
点

が
あ
っ
て
、

ヵ

I
l
l
l
1
ゥ

認
、
[
於
]
野
ニ
謀
ル
と
き
は
則
品
川
獲
[
ィ
噂
タ
リ
]

l
i
l

ェ

判
否
ス
(
清
七
m
-
H
)

な
ど
と
加
点
さ
れ
て
、
い
ず
れ
も
直
読
さ
れ
る
。
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
は
、
不
読
符
が

あ
る
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
不
読
符
は
、
「
也
・
而
・
之
・
失
・
烏
(
意
)
・
駕
・
以
・
者
」

(
出
現
順
)
に
付
さ
れ
て
い
る
。
「
乎
」
字
は
直
読
さ
れ
て
訓
点
が
付
さ
れ
る
。
「
也
」
や

文
末
の
「
之
」
に
は
、
盛
ん
に
現
ι
z
h不
読
符
が
、
「
則
」
字
に
は
確
認
さ
れ
な
い
。
ま
た
、

ヌ

ル

と

き

は

す

泊
、
知

l

則
移
レ
之
(
幻
)
〈
「
之
」
字
に
は
、
雁
金
点
と
不
読
点
が
付
さ
れ
る
〉

マ

《

つ

る

}

と

き

ほ

・

ウ

ク

3
3

引
の
、
祭
ト
則
o鬼

Z
享
[
之
]
(
広
)

の
例
が
あ
っ
て
、
「
則
」
字
は
、
前
接
字
と
訓
合
符
で
結
ぼ
れ
て
い
る
。
か
か
る
状
況
に
よ
っ

て
す
れ
ば
、
「
則
」
字
は
「
ス
ナ
ハ
チ
」
訓
で
直
読
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
矛
盾
が
な
い
。

桂
庵
の
言
う
と
こ
ろ
は
、
既
に
、
鎌
倉
時
代
の
漢
籍
訓
読
資
料
に
見
ら
れ
る
訓
読
法
で

あ
っ
て
、
桂
庵
の
新
説
で
は
な
い
。

桂
庵
は
、
続
い
て
「
持
・
宜
・
嘗
・
童
・
令
・
教
・
使
・
停
・
遣
・
須
・
未
」
の
再

読
字
訓
法
に
つ
い
て
触
れ
る
が
、
特
に
、
加
点
の
表
記
法
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
更
に
、

「
興
」
字
に
つ
い
て
、
多
訓
で
あ
る
旨
を
述
べ
、
「
ト
・
ト
モ
ニ
・
ク
ミ
ス
・
ア
ヅ
カ
ル
・

シ
メ
ス
・
カ
・
ア
タ
フ
・
ユ
ル
ス
・
ヨ
リ
」
を
掲
げ
て
、
孟
子
の
注
、
韻
書
を
引
い
て

証
し
て
い
る
。

次
に
は
、
「
大
」
字
の
清
濁
の
問
題
、
「
其
諸
」
字
を
問
題
と
し
て
助
字
で
あ
る
旨
を
述
べ
、

不
読
を
指
示
し
、
古
点
の
「
ソ
レ
ト
モ
」
の
訓
読
を
難
じ
て
い
る
。

以
下
は
、
感
動
詞
、
疑
問
副
詞
を
掲
げ
て
訓
読
法
を
示
し
、
「
夫
」
「
日
」
「
知
」
「
或
」
「
事

の
動
詞
訓
」
に
つ
い
て
記
す
。
以
下
は
、
「
梁
・
治
・
食
・
好
・
悪
・
見
」
の
複
数
の
字

音
を
持
つ
字
の
訓
読
法
を
示
し
て
い
る
。

続
い
て
、
「
自
(
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
・
ミ
ヅ
カ
ラ
)
」
「
局
」
字
の
加
点
法
を
記
す
。
ま
た
、
合
符
・

音
訓
読
符
に
つ
い
て
述
べ
、
雁
金
点
、
「
ヰ
・
ォ
・
ワ
」
の
仮
名
を
始
め
と
し
て
仮
名
字

体
の
こ
と
に
及
び
、
字
音
読
の
加
点
法
、
和
訓
読
の
加
点
法
、
「
車
馬
」
の
加
点
法
、
古

点
の
「
比
於
我
老
彰
」
の
文
字
列
の
読
み
誤
り
、
漢
文
本
文
の
漢
字
の
異
同
の
こ
と
、
「
不

二
和
尚
日
」
と
し
て
呉
音
漢
音
の
問
題
に
触
れ
る
。
こ
こ
ま
で
が
、
訓
読
に
関
わ
る
条

ハ

カ

|

|

[
於
]
園
ニ
謀
ル
と
き
は
則

戸町
uフ-



項
で
、
後
半
部
の
項
目
は
任
意
の
感
が
あ
る
が
、
概
ね
、
訓
点
の
表
記
法
に
関
す
る
こ

と
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
検
討
を
通
し
て
、
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
で
示
さ
れ
る
、
特
に
、
助
字
を
中

心
と
し
た
訓
読
法
は
、
室
町
期
の
新
訓
法
と
い
う
よ
り
も
、
各
事
象
が
、
鎌
倉
時
代
に

既
に
確
認
さ
れ
る
訓
読
法
で
あ
っ
て
、
訓
読
法
上
の
新
味
は
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ

旨つ
J

。

お
わ
り
に

注

l
、
本
稿
に
引
用
の
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
の
本
文
は
、

川
瀬
一
馬
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
に
つ
い
て
」
(
『
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
十
三

輯
、
昭
和
三
十
五
年
七
月
)
に
掲
載
の
室
町
末
期
写
本
の
翻
字
本
文
を
参
照
し
、
広
島
大
学

蔵
元
禄
七
年
三
六
九
四
)
刊
本
を
基
本
と
し
た
。

2
、
注
1
川
瀬
論
文
。

3
、
村
上
雅
孝
「
国
語
学
史
か
ら
見
た
『
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
』
の
意
義
」
(
『
東
北
大
学
文
学
部

研
究
年
報
』
第
三
十
九
号
、
平
成
二
年
三
月
)
。

4
、
注
I
川
瀬
論
文
に
は
、
「
桂
庵
和
尚
が
我
が
国
の
訓
点
史
上
に
占
め
る
位
置
、
及
び
桂
庵
の
新

注
講
学
、
並
び
に
新
し
い
施
点
法
制
定
の
意
義
等
や
、
そ
の
残
存
点
本
等
に
関
す
る
こ
と
な

ど
は
、
筆
者
が
昭
和
二
年
に
初
め
て
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
論
じ
(
以
下
略
)
」
(
剖
頁
)
、
「
桂

庵
が
在
来
の
古
い
伝
統
的
な
施
点
に
拘
束
せ
ら
れ
ず
、
新
し
い
点
法
を
は
じ
め
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
点
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
新
注
本
を
諸
学
に
使
用
し
、
独
自
の
読

み
方
を
し
た
か
ら
に
外
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
」
(
訂
頁
)
な
ど
と
し
た
記
述
が
あ
る
。

注
3
村
上
論
文
で
は
、
「
従
来
、
こ
の
「
倭
点
」
(
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
)
は
、
桂
庵
が
、
開

封
割
叫
訓
剖
叫
矧
剖
U
叶
生
み
出
し
た
も
の
と
い
う
の
が
成
立
の
直
接
的
要
因
の
よ
う
に
受

け
取
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
桂
庵
の
具
体
的
記
述
か
ら
首
肯
で
き
る
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
」

(
8
頁)、

「
事
実
、
助
字
等
を
落
と
さ
ず
に
よ
む
た
め
に
、
そ
の
訓
読
化
に
し
い
て
努
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
し
、
ま
た
古
点
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
古
点
学
の
底
の
浅
さ
を
露
呈
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
(
詑
頁
)
、
「
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
桂
庵
は
、
や
は
り

時
代
の
子
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宗
祇
風
に
言
え
ば
、
当
代
の
言
語
を
以
て
本
と

な
す
心
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
(
部
頁
)
な
ど
と
し
た
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
ば
、
桂
庵
和
尚
和
尚
家
法
倭
点
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
言
語
事
象
の
出
自

が
必
ず
し
も
明
確
と
は
言
え
な
い
。
村
上
論
文
に
は
、
当
時
臨
済
宗
内
で
行
わ
れ
て
い
た
渓

文
訓
読
語
な
る
実
態
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
臨
済
宗
の
訓
読
語
の
実

態
が
、
い
か
な
る
系
統
の
引
く
の
か
、
あ
る
い
は
、
新
た
に
作
り
出
さ
れ
た
も
の
か
に
つ
い

て
の
質
的
言
及
が
な
い
。

5
、
渓
文
訓
読
語
の
大
変
革
期
は
、
歴
史
上
に
二
期
あ
る
と
の
認
識
が
一
般
的
で
あ
る
よ
う
に
感

ず
る
。
一
つ
の
時
期
は
、
平
安
初
期
か
ら
平
安
中
期
に
転
ず
る
時
期
、
今
一
つ
は
、
朱
子
の

ロUフ臼

以
上
、
前
節
な
ど
は
、
羅
列
的
に
終
始
し
た
が
、
桂
庵
の
訓
読
法
が
、
「
新
注
に
よ
る

新
訓
読
法
の
提
唱
で
あ
っ
て
訓
読
語
変
佑
の
質
的
な
画
期
で
あ
っ
た
」
と
す
る
の
は
、

言
い
過
ぎ
で
あ
っ
て
、
既
に
、
時
代
的
に
遡
っ
て
、
特
に
仏
家
に
関
係
し
て
の
漢
籍
の

訓
読
法
に
は
、
桂
庵
の
提
唱
す
る
訓
読
法
の
多
く
が
事
実
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。
古
点

(
古
注
)
の
訓
読
は
、
室
町
時
代
も
惇
土
家
に
よ
る
権
威
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
想

像
す
る
が
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
、
新
注
に
よ
る
訓
読
で
あ
る
こ
と
を
示
す
印

μ

マ
1
ク
H

と
し
て
、
訓
読
法
の
、
特
に
、
表
記
的
な
統
序
を
行
っ
て
、
統
一
し
た
体
系
的
な
表
記

法
を
提
唱
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
解
釈
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
前

時
代
に
お
い
て
「
狼
藷
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
な
価
値
し
か
付
与
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
漢

籍
訓
読
語
を
、
新
注
に
よ
る
|
正
統
な
|
訓
読
で
あ
る
と
い
う
あ
る
種
、
権
威
的
な
価

値
付
け
を
訊
み
た
営
為
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
に
残
る
問
題
は
、
臨
済
宗
の
漢
籍
の
訓
読
法
の
実
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

視
野
狭
く
し
て
、
か
か
る
問
題
を
検
討
す
べ
き
資
料
を
手
元
に
持
た
な
い
。
臨
済
宗

の
漢
籍
訓
読
語
に
つ
い
て
は
、
抄
物
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
、
更
な
る
実
証
を
目
指
さ

ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。



新
注
系
が
鎌
倉
時
代
に
も
た
ら
さ
れ
、
新
注
の
利
用
の
裾
野
が
拡
が
っ
た
室
町
時
代
だ
と
認

識
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
室
町
時
代
の
象
徴
と
し
て
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

6
、
桂
庵
が
、
助
字
類
も
文
脈
に
よ
っ
て
漢
文
に
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
て

い
る
の
は
、

①
平
別
部
一
了
フ
ハ
。
不
字
予
ノ
ハ
o
無
レ
落
l

字
国
依
ニ
o
昨
季
船
l

皮
也
。
其
l
故

ハ

割

引

劃

1
1
1
1
1
1
l

ル
コ
ト
ヲ
ノ

ユ
ル
時
o
ヲ
キ
字
o
不
レ
知
レ
有
三
其
何
l
字
-
也
。
ロ
l
借
哉
。
(
元
和
十
年
刊
行
本
・
十
六
ウ
)

こ
の
部
分
に
関
す
る
解
釈
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
桂
庵
は
、
「
字
の
落
と
し
が
な
い
よ
う

に
、
唐
音
で
読
み
た
い
も
の
だ
」
言
っ
て
い
る
と
と
解
せ
ら
れ
る
。
こ
の
「
唐
音
」
は
、
「
桂

庵
和
尚
家
法
倭
点
」
中
に
、
も
う
一
箇
所
、

②
払
児
童
走
卒
。
部
ニ
c

乃
涜
対
卦
乳
単

4丹
用
且
件
舟
快
晴
叫
-
。
昏
l

酌
-u

荷
詩
特
非
理
耕
輔
都
時
時
酔
時
郡
山
。
此
l

忠
o
渓
l

儒
以
l

来
儒
l

者
者
掛
け
鉱
山
比
レ
晦
あ

島

J
l
a
r

ナ

リ

、

国
同
レ
宗
之
f
義
也
。
宗
o領
也
。
(
同
右
・
一
オ
)

と
も
見
え
る
用
語
で
、
②
の
場
合
は
、
掲
げ
た
例
の
一
行
目
が
訓
読
の
形
、
二
行
目
に
は
、

そ
の
渓
文
の
文
字
列
に
、
字
音
振
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
音
読
即
ち
、
当
時
の
中
国
語
の

形
を
「
唐
音
」
と
言
っ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
論
文
中
に
も
触
れ
る
が
、
桂
庵
の
主
張
す

る
「
助
字
」
の
訓
読
法
は
、
「
置
き
字
」
即
ち
不
読
扱
い
の
も
の
が
相
当
数
見
え
る
。
「
こ
の

助
字
を
落
と
さ
ず
に
」
と
し
た
の
は
、
訓
読
語
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
、
「
ソ
ラ
ニ
覚
」
え
て
口

に
上
せ
て
も
、
原
渓
文
の
助
字
な
ど
は
、
そ
の
存
在
も
明
示
で
き
な
い
か
ら
、
中
国
語
文
と

し
て
助
字
も
、
そ
の
存
在
が
分
か
る
よ
う
に
発
音
す
ぺ
〈
「
読
度
キ
」
と
言
っ
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。
訓
読
話
に
反
映
さ
れ
る
と
さ
れ
な
い
と
に
関
わ
ら
ず
、
桂
庵
自
身
の
認
識
に
は
、

中
国
語
文
の
持
つ
意
味
用
法
が
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
訓
読
語
に
反
省
さ
れ
得
な
い
の
に
も

ど
か
し
さ
を
感
じ
た
故
で
あ
ろ
う
し
、
看
話
禅
た
る
臨
済
宗
に
お
い
て
は
、
「
ソ
ラ
ニ
党
エ
ル
」

こ
と
、
即
ち
、
漢
籍
に
限
ら
ず
、
先
達
の
語
録
に
し
て
も
暗
記
す
る
こ
と
が
強
く
、
必
然
と

し
て
要
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
惟
す
る
。

7
、
注
I
川
瀬
論
文
。
『
日
本
教
育
史
資
料
』
(
臨
川
書
庖
版
に
よ
る
、
昭
和
四
十
四
・
四
十
五
年
)
。

8
、
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
内
に
、
以
下
の
如
き
例
が
認
め
ら
れ
る
。

O
二
字
多
ク
ハ
o
通
シ
用
ル
也
(
元
和
十
年
版
本
・
六
オ
)

O
{子
ヲ
音
ニ
讃
l
時
ふ
木
仮
名
パ
カ
リ
ハ
不
レ
点
。
束
。
如
レ
此
皆
点
ス
ル
也
。
(
同
右
・
十
五
ウ
}

と
あ
る
例
が
複
数
存
し
て
、
「
也
」
字
の
直
読
と
思
し
い
。
ま
た
、

ノ

am

、
.

0
大
f
署
了
句
切
処
!
也
。
(
同
右
・
六
ウ
)

O
飽
ト
ハ
o
人
l
也
。
人
1

髄
是
1
也
。
(
同
右
・
十
一
ウ
)

の
如
き
合
符
が
「
也
」
字
に
及
ぶ
場
合
が
あ
っ
て
、

ノ

ナ

リ

・

0
比
ノ
ン
ノ
仮
名
ハ
o
未
l
来
之
l
辞
[
也
]
。
ヌ
ノ
仮
名
ハ
o
ト
マ
リ
ヌ
ト
テ
o
仮
名
ノ
ム
ス
ピ

-

ぬ
ナ
リ
。
云
ハ
ツ
ル
辞
1
也
。
(
同
右
・
十
五
オ
)

の
例
を
み
れ
ば
、
二
箇
所
に
お
い
て
対
比
的
な
加
点
が
な
さ
れ
、
初
例
が
不
読
、
第
二
例
が
「
也
」

直
読
で
あ
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
桂
庵
本
人
の
矛
盾
で

あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
し
、
本
資
料
は
、
基
本
的
に
は
片
仮
名
交
り
文
で
あ
っ
て
、
そ
の

中
に
漢
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
性
質
の
資
料
で
あ
ろ
う
。

9
、
小
林
芳
規
『
肝
伝
町
戸
時
可
決
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
(
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版

会
)
に
お
い
て
は
、
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
を
取
り
上
げ
て
の
論
述
が
、
数
カ
所
有
る
が
、

そ
の
内
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
存
す
る
。

O
家
法
倭
点
の
主
張
す
る
訓
法
が
、
当
時
は
無
論
後
世
の
漢
籍
訓
読
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
こ
と
は
先
学
の
説
か
れ
た
所
で
、
筆
者
も
一
二
の
資
料
に
つ
き
確
認
し
た
。
そ
れ
は
仏

書
の
即
時
的
訓
法
を
更
に
強
力
に
唱
え
、
置
字
ま
で
も
字
面
に
即
し
て
読
も
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
渓
籍
訓
読
と
室
町
時
代
の
そ
れ
と

は
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
(
一
六
二
頁
)

O
た
だ
、
室
町
時
代
に
な
る
と
、
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
で
「
古
貼
に
讃
ミ
誤
リ
多
し
」
と
し
て
、

自
ら
の
新
点
法
を
古
点
と
比
較
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
古
貼
」
が
博
士
家
の
訓

法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
種
の
初
め
て
の
言
及
と
な
る
。
確
か
に
「
古
鮎
」
は
漢
籍
の

点
法
に
か
な
り
合
う
点
を
持
つ
。
し
か
し
家
法
倭
点
は
、
自
説
を
主
張
す
る
余
り
、
古
点

を
批
判
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
で
あ
っ
て
、
項
目
も
少
な
く
窓
意
的
で
、
印
象
的
主

観
的
な
き
ら
い
が
あ
る
。
そ
こ
に
い
う
古
点
の
訓
法
も
必
ず
し
も
漢
籍
の
当
該
字
の
訓
を

シ
カ
ウ
シ
テ

全
部
調
べ
た
も
の
で
な
い
か
ら
、
例
え
ば
「
而
」
の
如
く
誤
解
が
あ
る
こ
と
も
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
四
七
三
頁
、
同
趣
旨
の
文
は
七
頁
に
も
存
す
る
)

O
従
っ
て
、
家
法
倭
点
は
、
漢
籍
制
訓
読
語
の
特
徴
の
一
面
に
気
附
き
な
が
ら
、
そ
れ
が
古
訓

法
を
伝
え
た
理
由
を
解
さ
な
い
為
に
、
或
い
は
郷
談
と
し
て
斥
け
、
何
よ
り
も
自
説
(
新
注
)

を
主
張
す
る
に
急
と
な
っ
て
、
古
訓
法
に
内
在
す
る
事
実
を
、
広
く
客
観
的
に
把
屋
す
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
家
法
倭
点
で
拠
所
と
し
た
訓
法
は
、
上
述

の
相
違
に
よ
れ
ば
仏
書
の
訓
法
に
主
と
し
て
拠
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
(
四
七
四

頁
)

右
の
文
章
よ
り
付
度
さ
れ
る
見
方
は
、
桂
庵
の
主
張
し
た
訓
法
が
、
桂
庵
の
時
代
に
お
い
て

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

新
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
新
訓
法
は
、
新
注
に
依
拠
し
た
自
説
の
主
張
の
現
れ
で
あ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
こ
と
。
置
字
ま
で
も
落
字
な
く
即
時
的
に
読
も
う
と
し
た
も
の
で
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
訓

、
、
、
、
、
、
、

読
法
と
は
、
質
的
に
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
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本
稿
は
、
右
の
傍
点
部
の
解
釈
に
、
異
を
唱
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

叩
、
漢
文
の
総
て
の
字
を
読
み
落
と
し
な
く
訓
読
し
よ
う
と
し
た
訓
読
法
で
な
い
こ
と
は
、
注
6

に
お
い
て
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
、
注
9
掲
載
書
。

回
、
注
9
掲
載
書
巻
末
の
「
漢
籍
古
点
本
奥
書
識
語
集
」
を
参
照
。

日
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
一
』
高
山
寺
資
料
議
書
第
九

冊
(
昭
和
五
十
五
年
二
月
、
東
京
大
学
出
版
会
)
解
題
。

凶
、
「
大
正
新
修
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
(
宮
壱
ミ

N
E
N
E・E-gr可
0
・R
・』句読〉
Jq

【

H
B亨
岡
田
向

N
七
宮
古
)
〈
平
成
二
十
二
年
十
月
十
日
現
在
〉
に
よ
る
。

目
、
稿
者
が
関
係
し
た
具
体
的
な
仏
書
の
例
と
し
て
、

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
肯
岡
山
寺
古
訓
点
資
料
第
四
』
高
山
寺
資
料
叢
書
第

二
十
三
冊
(
平
成
十
五
年
八
月
、
東
京
大
学
出
版
会
)
所
載
、
三
教
指
帰
巻
中
。

三
教
指
帰
成
安
注
に
引
用
さ
れ
た
書
は
、
玉
篇
の
引
用
が
最
も
多
い
が
、
そ
の
他
、
内
典
や

図
書
は
僅
か
で
あ
っ
て
、
外
典
の
引
用
が
圧
倒
的
に
多
い
。
左
の
掲
書
も
参
照
。

佐
藤
義
寛
『
三
教
指
帰
注
集
の
研
究
』
(
平
成
四
年
十
月
、
大
谷
大
学
)
。

音
義
類
も
、
玄
応
ご
切
経
音
義
」
な
ど
も
外
典
の
引
用
は
彩
し
い
条
数
に
及
ぶ
(
古
辞
書

音
義
集
成
「
一
切
経
音
義
」
〈
上
・
中
・
下
・
索
引
〉
、
汲
古
書
院
)
。

問
、
「
鎌
倉
時
代
漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
訓
説
話
の
個
体
史
|
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点

本
を
例
と
し
て
|
」
(
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
平
成
二
十
一
年
度
研
究
集
会
、
平
成
二
十
一

年
十
一
月
二
十
一
日
)
の
稿
者
の
口
頭
発
表
。

げ
、
注
9
掲
書
、
巻
末
「
漢
籍
古
点
本
奥
書
識
語
集
」
一
四
六
二
頁
、
松
岡
忠
良
蔵
古
文
孝
経
の
条
、

お
よ
び
、
仁
治
本
古
文
孝
経
奥
書
に
は
、
八
歳
に
論
語
を
始
読
し
、
十
二
歳
に
し
て
古
文
孝

経
の
訓
読
を
行
っ
て
い
る
旨
の
記
事
が
確
認
さ
れ
る
。

問
、
高
山
寺
本
論
語
中
原
本
に
は
、
「
昇
一
刻
一
」
(
中
四
刀
)
、
「
却
を
船
ス
ル
計
い
君
に
由
レ
リ
[
也
]
」

(
制
之
白
君
・
中
八
凶
)
な
ど
文
末
助
字
の
直
読
例
が
認
め
ら
れ
る
。

問
、
注
目
掲
載
書
の
訓
読
文
で
は
、
清
原
本
論
語
も
、
中
原
本
論
語
も
、
か
か
る
構
文
の
「
也
」

字
を
「
ヤ
」
と
直
読
扱
い
と
さ
れ
て
い
る
。

初
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
の
「
之
」
字
や
「
也
」
字
に
付
さ
れ
た
不
読
符
は
、
本
文

前
半
に
は
、
移
し
い
例
を
指
摘
で
き
る
が
、
後
半
に
は
少
な
く
な
る
。
そ
も
そ
も
、
「
之
」
字

や
「
也
」
字
に
不
読
符
が
盛
ん
に
付
さ
れ
る
背
景
に
は
、
当
時
、
こ
れ
ら
の
字
の
直
読
の
訓

読
法
が
存
在
し
た
こ
と
が
前
提
と
な
ろ
う
。

後
半
に
少
な
く
な
る
理
由
を
実
証
的
に
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
が
、
学
習
の
進
展
と
共
に
、

不
読
符
の
量
が
減
っ
た
と
考
え
て
も
矛
盾
は
な
い
。
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